
（ 11 ） （ 10 ）

　一般質問は、議員が市政全般について、自由なテーマで市長に質問するもので、市民の声を市政に届け、議員それ
ぞれが政策提言を行います。12月定例会では、11月30日、12月3日、4日の3日間、18人の議員が一般質問を行いました。
　ここでは、質問と答弁の中から一部を要約してご紹介します。なお、質問内容は質問者が作成しました。

そこが聞きたい!!そこが聞きたい!! 一　般　質　問一　般　質　問
◆
公
立
幼
稚
園
は
統
廃
合
に
関
す
る
議
案
の
可
決
後
に
、

ど
の
よ
う
な
対
応
を
し
た
の
か
。

学
校
教
育
部
長  
本
年
度
に
満
３
歳
に
な
る
幼
児
の
保
護

者
へ
の
統
廃
合
の
通
知
、廃
止
と
な
る
園
と
市
役
所
で
の

説
明
会
、相
談
窓
口
の
設
置
、広
報
紙
な
ど
で
の
周
知
。

◆
幼
稚
園
教
育
の
内
容
と
環
境
の
充
実
は
、ど
の
よ
う
に

図
っ
て
い
く
の
か
。

学
校
教
育
部
長  

内
容
は
、幼
児
教
育

の
研
究・
実
践
、小
学
校
と
の
連
携
、

支
援
が
必
要
な
幼
児
が
心
身
と
も
に

発
達
で
き
る
人
員
配
置
と
保
護
者
な

ど
と
連
携
し
た
指
導
の
充
実
。環
境

で
は
、預
か
り
保
育
、通
園
用
の
駐
車

場
確
保
、施
設
の
改
修
。

◆
公
立
中
学
校
の
統
廃
合
に
お
け
る
、現
在
ま
で
の
状
況

と
今
後
の
進
め
方
は
。

生
涯
学
習
部
長  

入
間
川
・
入
曽
地
区
の
中
学
校
統
廃
合
検

討
協
議
会
で
協
議
検
討
を
進
め
て
き
た
。今
後
は
、関
係
す

る
小
中
学
校
の
保
護
者
や
自
治
会
な
ど
に
説
明
し
て
い
く
。

◆
中
学
校
の
教
育
環
境
の
充
実
と
通
学
路
の
安
全
確
保
は
、

ど
の
よ
う
に
図
っ
て
い
く
の
か
。

生
涯
学
習
部
長  

学
校
の
運
営
・
施
設
面
か
ら
も
環
境
整
備

を
検
討
す
る
。通
学
路
は
現
地
調
査
を
踏
ま
え
、検
討
協
議

会
で
安
全
対
策
を
統
廃
合
計
画
に
盛
り
込
ん
で
い
く
。

◆
教
育
委
員
会
の
執
行
責
任
者
で
あ
る
教
育
長
か
ら
、統

廃
合
の
必
要
性
を
保
護
者
に
説
明
す
る
よ
う
求
め
た
い
が
、

見
解
は
。

教
育
長  

説
明
会
に
出
席
し
、統
廃
合
の
必
要
性
や
経
緯
な

ど
を
説
明
し
、理
解
を
求
め
て
い
き
た
い
。

◆
道
路
問
題

①
広
瀬
の｢

ゾ
ー
ン
30｣

の
範
囲
、イ
メ
ー
ジ
は
。 

②
水
富

８
区
自
治
会
館
南
側
通
学
路
の
短
縮
、合
理
的
な
通
学
路

の
検
討
、学
童
と
保
護
者
の
意
見
の
尊
重
を
。 

③
新
富
士

見
橋
と
国
道
16
号
が
ぶ
つ
か
る
交
差
点
、橋
の
上
流
側
歩

道
の
延
長
に
横
断
歩
道
の
設
置
を
。 

④
仮
に
第
一
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
跡
地
を
売
却
す
る
な
ら
、隣
接
す
る
道
路
に

十
分
な
歩
道
を
確
保
し
た
上
で
。 

⑤
つ
つ
じ
野
団
地
北
側

用
水
路
に
ふ
た
を
し
て
、歩
道
の
確
保
を
。

市
民
部
長  

①
範
囲
は
広
瀬
東
４
丁
目
、広
瀬
台
１
丁
目
と

つ
つ
じ
野
の
一
部
、区
域
の
入
り
口
に
規
制
標
識
と
路
面

表
示
を
行
う
。 

②
教
育
委
員
会
か
ら
学
校
に
見
直
し
の
検

討
を
依
頼
し
た
と
こ
ろ
で
、見
直
し
が
必
要
と
判
断
さ
れ

れ
ば
、年
度
内
に
試
行
を
実
施
し
、来
年
度
当
初
か
ら
変
更

す
る
予
定
。 

③
警
察
か
ら
は
、地
域
の
要
望
が
あ
れ
ば
富

士
見
橋
側
へ
の
設
置
を
検
討
で
き
る
と
回
答
を
得
て
い
る
。

建
設
部
長  

④
歩
道
の
有
効
幅
員
の
確
保
と
通
行
者
の
さ

ら
な
る
安
全
性
、利
便
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、電
柱
を
給

食
セ
ン
タ
ー
跡
地
側
に
移
設
す
る
協
議
を
進
め
て
い
く
。 

⑤
用
水
路
に
ふ
た
を
す
る
こ
と
は
厳
し
く
、当
面
は
現
状

の
歩
道
を
利
用
し
て
ほ
し
い
。

◆
今
年
の
入
間
基
地
航
空
祭
で
の
曲
技
飛
行
中
、鳥
と
の

衝
突
発
生
。鳥
衝
突
は
重
大
な

事
故
に
つ
な
が
る
。近
年
で
は

「
ハ
ド
ソ
ン
川
の
奇
跡
」が
有
名
。

市
街
地
で
の
曲
技
飛
行
中
止
を

求
め
る
べ
き
。考
え
は
。

総
合
政
策
部
長  

今
後
も
安
全

飛
行
の
徹
底
を
要
望
し
て
い
く
。

◆
超
過
勤
務
削
減
に
つ
な
が
る
時
間
差
通
勤
の
導
入
や
、

柔
軟
性
の
あ
る
振
替
休
暇
取
得
を
ど
う
考
え
る
か
。

総
務
部
長  

一
部
の
課
で
は
、あ
ら
か
じ
め
確
定
し
て
い
る

定
例
的
な
業
務
で
、早
出
、遅
出
の
勤
務
時
間
制
度
を
試
行

的
に
実
施
し
て
い
る
。週
休
日
の
振
り
替
え
も
、近
隣
市
に

は
運
用
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、実
現
の
可
能
性
を
検

討
し
て
い
く
。こ
れ
ら
の
制
度
は
、超
過
勤
務
時
間
の
削
減

と
職
員
の
健
康
管
理
に
有
効
な
手
法
と
考
え
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、導
入
を
検
討
し
て
い
く
。

◆
今
年
度
の
全
国
学
力
状
況
調
査
で
、中
学
校
は
県
平
均

以
上
だ
っ
た
が
、小
学
校
は
県
平
均
を
下
回
る
結
果
だ
っ

た
。結
果
が
出
て
い
な
い
現
状
で
、教
育
委
員
会
と
し
て
学

力
向
上
に
向
け
て
ど
の
よ
う
な
対
策
を
考
え
て
い
る
の
か
。

学
校
教
育
部
長  

学
力
調
査
の
結
果
を
細
か
く
分
析
す
る

と
と
も
に
、各
校
で
も
調
査
結
果
を
丁
寧
に
分
析
し
、児
童

生
徒
の
学
力
の
実
態
や
課
題
を
明
確
に
し
た
上
で
、課
題

の
解
決
や
克
服
に
向
け
て
組
織

的
な
取
り
組
み
を
講
じ
る
よ
う

指
示
し
て
い
る
。具
体
的
に
は
、

各
校
で
学
力
向
上
プ
ラ
ン
を
２

年
ご
と
に
作
成
し
、プ
ラ
ン
に

掲
げ
た
取
り
組
み
を
実
践
す
る

と
と
も
に
、結
果
を
評
価
し
、こ

れ
を
も
と
に
取
り
組
み
の
改
善

を
図
っ
て
き
て
い
る
。

◆
幼
稚
園
統
廃
合
後
の
公
民
館
を
含
む
建
物
の
活
用
は
。

生
涯
学
習
部
長  

新
狭
山
幼
稚
園
の
廃
園
後
は
、社
会
教
育

や
生
涯
学
習
、地
域
の
ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
に
ふ
さ
わ
し

い
公
民
館
と
し
て
建
て
替
え
を
検
討
し
て
い
く
。

◆
商
業
の
活
性
化

①
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
で
、前
計
画
に
示
さ
れ

た
未
実
施
事
業
の
今
後
の
取
り
組
み
は
。 

②
ま
ち
づ
く
り

推
進
機
関
の
設
置
予
定
は
。 

③
商
業
誘
致
促
進
の
た
め
の

優
遇
策
の
導
入
は
。 

④
空
き
店
舗
情
報
サ
イ
ト
の
開
設
は
。

環
境
経
済
部
長  

①
既
存
の
店
舗
や
住
宅
の
共
同
建
て
替

え
の
支
援
を
制
度
化
す
る
。ま
た
、た
ま
り
場
シ
ョ
ッ
プ
の

運
営
な
ど
を
支
援
す
る
予
算
化
を
予
定
し
て
い
る
。 

②
一

度
設
置
さ
れ
た
が
解
散
し
て
お
り
、新
た
な
組
織
の
設
置

を
検
討
し
て
い
く
。 

③
財
政
状
況
を
勘
案
し
、近
隣
市
な

ど
の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
研
究
し
て
い
く
。 

④｢

さ
や

ま
ル
シ
ェ｣

の
活
用
も
含
め
、調
査
研
究
し
て
い
く
。

◆
さ
や
ま
元
気
大
学
と
Ｓ
Ｓ
Ｃ
Ｃ
を
統
合
す
る
考
え
は
。

市
民
部
長  

事
業
の
活
性
化
、ま
ち
づ
く
り
活
動
の
活
性
化

が
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、26
年
度
に
統
合
す
る
予
定
。

◆
交
通
安
全
対
策

①
市
道
幹
39
号
線（
柏
原
）・
同
70
号
線（
奥
富
）の
歩
行
者

の
安
全
確
保
は
。 

②
柏
原
新
狭
山
線
の
歩
道
に
設
置
さ
れ

た
自
動
車
侵
入
防
止
用
ポ
ー
ル
の
自
発
光
性
へ
の
変
更
は
。

市
民
部
長  

①
幹
39
号
線
は
、外
側
線
や
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト

で
対
応
し
て
い
る
。幹
70
号
線
は
、大
型
車
両
の
通
行
禁
止

や
一
方
通
行
が
有
効
と
考
え
る
。地
域
の
同
意
を
得
て
要

望
書
を
出
し
て
い
た
だ
き
、市
か
ら
警
察
署
に
要
望
し
て

い
く
。 

②
現
地
の
状
況
を
踏
ま
え
設
置
し
て
い
く
。

◆
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク（
後
発
）医
薬
品
の
普
及
率
向
上
の
た
め

の
今
後
の
取
組
み
は
。

長
寿
健
康
部
長  

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
利
用
で
自
己

負
担
額
が
軽
減
さ
れ
る
通
知
を
、対
象
と
な
る
保
険
者
に

送
付
す
る
こ
と
を
検
討
す
る
。

◆
西
口
再
開
発
事
業
の
完
成
と
と
も
に
、東
京
狭
山
線
が

今
年
度
に
開
通
す
る
。こ
の
時
期
を
捉
え
狭
山
市
駅
東
口
地

区
の
ま
ち
づ
く
り
が
行
政
、市
民
と
も
に
具
体
的
に
動
き

出
す
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
の
思
い
で
伺
う
。ま
ず
、駅
前

広
場
は
完
成
と
言
っ
て
も
暫
定
的
。今
後
の
取
り
組
み
は
。

都
市
整
備
部
長  

東
口
の
駅
前
広
場
に
隣
接
す
る
２
棟
の

商
業
業
務
ビ
ル
の
機
能
保
障
は
、１
棟
は
ほ
ぼ
権
利
者
の

合
意
が
得
ら
れ
、残
る
１
棟
も
年
内
の
合
意
に
向
け
て
交

渉
し
て
い
る
。歩
行
者
の
動
線
は
、民
地
の
借
用
な
ど
で
確

保
で
き
る
か
、さ
ら
に
汚
水
と
雨
水
の
処
理
方
法
は
現
在

代
替
ル
ー
ト
を
そ
れ
ぞ
れ
検
討
中
。

◆
土
地
区
画
整
理
事
業
の
進
捗
状
況
と
取
り
組
み
は
。ま

た
、区
画
内
の
商
業
地
域
な
ど
用
途
地
域
の
見
直
し
は
。

都
市
整
備
部
長  

進
捗
率
は
事
業
費
が
85
・
７
％
、仮
換
地

指
定
が
91・９
％
、道
路
整
備
が
75・９
％
、建
物
移
転
が
93・

１
％
。区
域
内
の
都
市
計
画
道
路
の
整
備
に
取
り
組
む
。用

途
地
域
は
、事
業
区
域
内
の
駅
前
の
商
業
地
域
に
隣
接
す

る
区
域
を
商
業
系
の
地
域
に
拡
大
す
る
予
定
。

◆
狭
山
市
駅
加
佐
志
線
と
菅
原
富
士
見
台
線
の
進
捗
状
況

と
今
後
の
取
り
組
み
は
。

都
市
整
備
部
長  

狭
山
市
駅
加
佐
志
線
は
区
画
整
理
地
内

で
、菅
原
富
士
見
台
線
は
、狭
山
市
駅
加
佐
志
線
ま
で
と
区

画
整
理
地
内
の
一
部
で
、そ
れ
ぞ
れ
供
用
開
始
し
て
い
る
。

両
路
線
と
も
土
地
区
画
整
理
事
業
区
域
内
の
道
路
整
備
を

最
優
先
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

◆
入
間
川
・
沢
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
市
長
の
見
解
は
。

市
長  

こ
れ
か
ら
は
地
権
者
の
理
解
が
得
ら
れ
る
環
境
づ

く
り
が
大
切
で
あ
り
、地
権
者
の
意
向
を
聞
き
な
が
ら
第

４
次
振
興
計
画
の
中
で
考
え
て
い
き
た
い
。

◆
学
校
の
規
模
と
配
置
の
適
正
化
に
関
す
る
基
本
方
針

①
統
廃
合
は
基
本
方
針
に
沿
っ
て
進
め
ら
れ
た
か
。 

②
各

地
区
で
必
要
な
学
校
数
を
算
定
し
た
の
か
。 

③
入
間
川
地

区
は
平
成
25
年
度
生
徒
数
推
計（
３
校
）１
１
８
３
人
に

対
し
、中
学
２
校
が
適
正
と
算
定
し
た
の
か
。 

④
12
か
ら

18
学
級
に
適
正
化
す
る
た
め
の
統
廃
合
か
。 

⑤
東
中
が
狭

山
台
中
に
統
合
す
る
と
生
徒
数
は
７
３
２
人
・
21
学
級
と

な
る
が
適
正
化
な
の
か
。 

⑥
中
央
中
10
学
級
、入
間
川
中

10
学
級
の
ま
ま
で
、入
間
川
地
区
の
適
正
化
は
ど
う
す
る

の
か
。 

⑦
狭
山
台
地
区
の
適
正
化
を
図
る
た
め
、入
間
川

地
区
で
協
議
し
た
の
か
。 

⑧
狭
山
台
中
は
小
規
模
校
の
ま

ま
存
置
を
図
る
か
、先
に
地
域
で
協
議
す
べ
き
で
は
。 

⑨

別
地
区
へ
の
統
廃
合
は
整
合
性
に
か
け
る
の
で
は
。 

⑩
入

間
川
・
入
曽
地
区
に
は
基
幹
と
な
る
中
学
が
適
切
で
は
。

生
涯
学
習
部
長  

①
統
廃
合
は
、基
本
方
針
に
沿
っ
て
進
め

て
き
た
。 

②
地
区
ご
と
に
学
校
数
を
算
定
し
て
い
る
。 

③

入
間
川
地
区
の
中
学
校
数
は
、２
校
を
基
本
に
検
討
協
議

を
進
め
て
い
く
。 

④
基
本
方
針
で
中
学
校
の
適
正
な
規
模

を
12
か
ら
18
学
級
と
し
て
い
る
。 

⑤
基
本
方
針
が
小
規
模

校
の
解
消
で
あ
り
、反
す
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
る
。 

⑥
・
⑦
入
間
川
地
区
の
適
正
化
を
進
め
て
き
た
も
の
で
、検

討
協
議
す
る
中
で
狭
山
台
地
区
も
入
っ
て
き
た
。 

⑨
基
本

方
針
で
も
、近
接
地
区
の
学
校
の
統
廃
合
に
伴
う
通
学
区

域
の
見
直
し
で
、規
模
の
適
正
化
を
図
る
こ
と
も
考
え
ら

れ
る
旨
を
記
載
し
て
お
り
、整
合
に
欠
け
る
も
の
で
は
な

い
。 

⑩
統
廃
合
は
学
校
の
規
模
を
適
正
化
し
、教
育
環
境

の
向
上
を
目
指
し
て
進
め
る
も
の
。

市
長  

⑧
今
後
も
検
討
協
議
会
を
中
心
に
協
議
が
続
け
ら

れ
、早
期
に
統
廃
合
が
実
現
で
き
る
と
願
っ
て
い
る
。

狭
山
市
駅
東
口
地
区
の

ま
ち
づ
く
り

勤
務
体
系
／
学
力
向
上
／

新
狭
山
公
民
館
更
新

商
業
誘
致
促
進
の
優
遇
策
で

商
業
の
活
性
化
を

萩　

原　

義　

典　

議
員

（
志　

政　

会
）

東　

山　
　
　

徹　

議
員

（
志　

政　

会
）

磯　

野　

和　

夫　

議
員

（
公　

明　

党
）

猪　

股　

嘉　

直　

議
員

（
日
本
共
産
党
）

道
路
問
題
と

自
衛
隊
機
の
鳥
衝
突
事
故

中
学
校
の
統
廃
合

学
校
規
模
の
適
正
化
に
よ
る

教
育
環
境
の
充
実
と
は

金　

子　

広　

和　

議
員

（
無　

所　

属
）

土　

方　

隆　

司　

議
員

（
新
政
み
ら
い
）

航空祭で団地の上を
飛ぶ自衛隊機


